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１．技　術　部
（１）野菜・花き部門
　平成21年度における野菜・花卉部の耕種と生産
概要を第１表に示した。第２表に圃場の作付け概要
を第３表に防除履歴を示した。年間を通じての実習
効果や栽培管理を考慮して，本年度も基本的に夏作
の果菜類，秋冬作の葉菜類，根菜類及び施設栽培を
組み合わせた作付け体系を継承した。また岡山大学
グッドジョブ支援センターの立ち上げ（障害者雇用
促進）により，当センターの作業スタッフが増加し
たため，当初計画より作付を僅かであるが増やした。
グッドジョブ支援センタースタッフは主に出荷調整
作業にあたっている。
１）果菜類
　施設栽培では汎用温室C棟（440㎡）で「らくち
ん方式・高設式養液栽培」によるイチゴ栽培を行なっ
た。イチゴは２品種‘女峰’と‘さちのか’を栽培
第１表　平成 20 年度における野菜・花卉の耕種・生産概要
作　　目 品　　種 面積（a） 収量（kg） 売払金額（円）
トマト 桃太郎ファイト 他 4.4 3,728 1,852,708
ナス 築陽・丸・水 1.8 868 213,984
イチゴ 女峰 2.2 570 597,951
イチゴ さちのか 2.2 294 310,416
ピーマン 京鈴・甘とう美人 0.6 295 150,070
オクラ グリーンソード 0.3 53 35,500
キュウリ 夏すずみ 0.3 228 38,000
インゲンマメ ツルなしモロッコ 1.2 125 76,692
スイカ 夏武輝 5.4 76 75,670
ソラマメ 打越一寸 2.0 321 127,253
エダマメ 宝石 他 7.5 1,194 307,779
ハクサイ 黄こころ 4.5 2,196 191,948
カボチャ えびす・隼人・利休 8.0 947 102,013
タマネギ（白） ソニック 他
10.0
3,137 336,069
タマネギ（赤） 猩々赤 303 49,944
サトイモ エグイモ・石川早生 12.0 715 151,229
ネギ 九条・赤ネギ 8.0 2,013 553,828
ダイコン 大師・四月早生・関白 5.4 1,566 148,199
コマツナ 浜美２号 3.1 282 84,043
ホウレンソウ リード 他 5.5 1,709 496,110
カリフラワー スノークラウン 2.0 190 44,954
ブロッコリー ハイツ 他 4.0 362 165,080
トウモロコシ カクテル・キャンベラ 5.0 1,132 117,282
レタス シスコ 3.0 307 64,048
レタス レッドウェーブ 4.0 485 121,227
ミズナ 京みぞれ 他 3.0 495 127,086
ニンジン 向陽２号 他 6.2 1,653 311,589
コカブ ひかり 1.0 150 43,483
カンラン 彩里・マルシェ 6.9 2,217 232,069
サツマイモ ベニアズマ 27.0 3,871 842,231
メロン アールス・シラカバ 他 1.0 150 75,771
バレイショ デジマ・男爵・メイクイーン 17.0 904 173,610
花木苗 4,199 348,958
露地キク 美林 他 3.0 1,850 134,300
電照キク セイスナップ 0.5 435 28,600
電照キク ローズ舞風車 0.5 248 15,300
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した。害虫はダニが発生したが防除サイクルに天敵
（チリカブリダニ）を利用したことにより，防除労
力の軽減に繋がった。また，春季のうどんこ病発生
については，硫黄剤くん煙により抑えることができ
た。しかし９月定植（次年度用）苗に関しては，う
どんこ病が多数発生した。例年より冷涼な気候と防
除の遅れが原因と思われる。イチゴ手入れは定植後
から二月初旬まで学生実習で行った。
　トマト栽培は汎用温室B棟（440㎡）で 行った。春作，
秋作共に大玉の‘桃太郎ファイト’と中玉の‘シン
ディースイート’の２品種で行った。病害虫はラノー
テープの効果と早期予防で防除が出きた。今年度は，
例年より裂果が少なかったように思われる。また汎
用温室A棟で初の試みとして秋作のミニトマト‘千
果’を定植した。味は非常に甘く，花つきも良かった。
しかし果実となってから少し触れるだけで落下しや
すく，誘引や葉かきに時間を要した。イチゴと合わ
せてトマトも学生実習の教材として利用した。
　ナスは４月20日に学生実習で定植を行なった。
ナスの誘引方法は４本仕立てで行なった。４品種（長
者・千両・加茂ナス，くろわし）を栽培した。苗は
接木苗を使用したが，半身萎ちょう病が発生し，収
量が減少した。次年度は台木を変える予定である。
　ピーマンは４品種（京鈴・伏見甘長・レッドホル
ン・甘とう美人）の栽培を行った。４月20日にト
ンネルを使用して定植したが，トンネルを外した
時に苗が弱り生育不良が継続したため収量が伸びな
かった。次年度は，播種を遅らせトンネルを使用せ
ずに定植する予定である。
　スイカは，３月13日に播種，３月27日に接ぎ木し，
４月21日に定植した。大玉スイカ（夏武輝），小玉
スイカ（乙女）を定植し４本仕立ての整枝を行なっ
第２表　圃場別作付け概要
春　作 秋　作
南１号 サトイモ サトイモ
キャベツ 大根
ホウレンソウ 人参
菊（新）
チンゲンサイ
南２号 カボチャ 馬鈴薯
とうがん ホウレンソウ
白瓜 玉ねぎ苗
スイカ レタス
ナス ソラマメ
ピーマン
南ハウス 小松菜 電照菊
コカブ
水菜
スイートコーン
南温室 金魚草 カーネーション
スターチス
カーネーション
温室Ａ メロン ミニトマト
野菜苗
花苗
温室Ｂ 大玉トマト 大玉トマト
中玉トマト 中玉トマト
温室Ｃ イチゴ イチゴ
春　作 秋　作
西１号 サツマイモ サツマイモ
西２号 ネギ 葉ボタン
スイートコーン ブロッコリー
玉ねぎ カリフラワー
ニンニク 白菜
キャベツ
チンゲンサイ
西３号 馬鈴薯 玉ねぎ
レタス ニンニク
大根 ネギ
人参
菊（古）
西４号 エンサイ ナバナ
ツルムラサキ レタス
モロヘイヤ ネギ
白菜
水菜
西５号 サツマイモ サツマイモ
西ハウス１号 ニラ（古） セルリー
春菊
西ハウス２号 レタス にら
にら（新）
ホウレンソウ
西ハウス３号 レタス レタス
インゲン豆
水菜
西ハウス４号 スイートコーン 水菜
チンゲン
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た。栽培管理は学生実習主体で定植から敷き藁・整
枝・収穫を行なった。本年も昨年同様，カラス対策
として疑似鳥を吊るしたが，カラスが慣れたのか昨
年度より被害が大きかった。
　カボチャは４月21日に学生実習で定植を行い，
敷き藁，摘心，摘花，収穫等も学生実習で行った。‘赤
ずきん’は１番花の果実は綺麗に赤色がでるが，２
番花以降は緑色が混ざる傾向があった。
第３表　野菜・花き部門の各作目の防除履歴
ピーマン防除履歴
月　日 薬品名 倍率
４月20日 オルトラン粒剤
６月18日 ダコニール 1000
カスケード 2000
ダントツ 2000
ホウレンソウ防除履歴
月　日 薬品名 倍率
９月17日 アファーム 2000
10月９日 ＤＤＶＰ 2000
11月５日 アファーム 2000
キャベツ防除履歴
月　日 薬品名 倍率
４月30日 アディオン 2000
ダコニール 1000
９月17日 アファーム 2000
11月５日 トレボン 2000
ストロビー
ニラ防除履歴
月　日 薬品名 倍率
11月25日 モスピラン 4000
ネギ防除履歴
月　日 薬品名 倍率
７月31日 アドマイヤー 4000
９月17日 アファーム 2000
11月５日 アファーム 2000
11月13日 ダントツ 4000
アミスター 2000
12月４日 モスピラン 2000
ストロビー 2000
ハクサイ防除履歴
月　日 薬品名 倍率
10月15日 アディオン 2000
ストロビー 3000
11月５日 トレボン 2000
ストロビー 3000
11月18日 マラソン 1000
ソラマメ防除履歴
月　日 薬品名 倍率
４月４日 スミチオン 1000
ジマンダイセン 500
４月22日 マラソン 1000
５月８日 スミチオン 1000
ナス防除履歴
月　日 薬品名 倍率
４月20日 オルトラン粒剤
６月18日 ダコニール 1000
カスケード 2000
ダントツ 2000
イチゴ防除履歴
月　日 薬品名 倍率
１月９日 マイトコーネ 1000
２月18日 ねんちゃくクン 100
３月19日 バロック 2000
チェス 3000
５月22日 カスケード 4000
ベストガード 2000
６月８日 チェス 5000
７月２日 ベストガード 2000
７月28日 マラソン 2000
ゲッター 1000
８月７日 トップジン 500
チェス 5000
８月21日 ジマンダイセン 600
９月29日 サンヨール 500
10月７日 トリフミン 3000
アファーム 2000
10月20日 アディオン 2000
フルピカ 2000
10月27日 チェス 5000
イオウフロアブル 500
メロン防除履歴
月　日 薬品名 倍率
３月19日 アドマイヤー粒剤
４月４日 ジマンダイセン 500
ダントツ 2500
４月24日 アーデント 1000
ダコニール 1000
５月22日 カスケード 4000
ベストガード 2000
ストロビー 2000
６月２日 ジマンダイセン 600
マラソン 1000
カボチャ防除履歴
月　日 薬品名 倍率
４月21日 アドマイヤー粒剤
６月２日 ジマンダイセン 600
マラソン 1000
６月18日 ダコニール 1000
カスケード 2000
ダントツ 2000
タマネギ防除履歴
月　日 薬品名 倍率
４月30日 アディオン 3000
ダコニール 1000
10月９日 ランマン 2000
カブ防除履歴
月　日 薬品名 倍率
10月９日 アファーム 2000
11月18日 マラソン 2000
スイカ防除履歴
月　日 薬品名 倍率
４月21日 アドマイヤー粒剤
６月２日 ジマンダイセン 600
マラソン 1000
６月18日 ダコニール 1000
カスケード 2000
ダントツ 2000
レタス防除履歴
月　日 薬品名 倍率
10月９日 アファーム 2000
アミスター 2000
11月５日 アファーム 2000
11月８日 マラソン 2000
12月４日 アグロスリン 2000
ダイコン防除履歴
月　日 薬品名 倍率
８月17日 アファーム 2000
10月９日 アミスター 20 2000
ＤＤＶＰ 2000
11月５日 アファーム 2000
チンゲンサイ防除履歴
月　日 薬品名 倍率
９月17日 アファーム 2000
11月５日 アファーム 2000
12月４日 アグロスリン 2000
ニンジン防除履歴
月　日 薬品名 倍率
９月17日 アファーム 2000
トマト防除履歴
月　日 薬品名 倍率
５月14日 マイトコーネ 1000
アミスター 2000
ランマン 1000
５月22日 コロマイト 3000
トリフミン 3000
７月２日 ベストガード 2000
８月24日 コロマイト 1500
９月29日 サンヨール 500
10月７日 トリフミン 3000
アファーム 2000
10月21日 エコピタ
マイトコーネ 1000
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　スイートコーンは，３月13日播種，４月２日定
植でハウス栽培を行った。収穫後はハウス内で残渣
を鋤き込んだ。また露地栽培では４月８日に１作目
の直播を行った。
　枝豆の１回目の直播も４月８日に行い５月20日
まで６回にわけて播種した。本年は枝豆，スイート
コーンがヌートリアの被害にあい，岡山市役所を通
じて猟友会に依頼して罠を仕掛け５匹捕獲した。
　メロンの養液栽培では，１月28日に播種，３月
19日にプランターへ定植した。‘アールスメロン’‘し
らかばグリーン’‘しらかばメロン’の３品種。し
かし，他の作物の播種や育苗，畑作管理の時期と，
メロンの管理時期が重なり十分な芽かきや誘引がし
きれなかった。
　収量は少なかったが，味は好評であった。昨年の改
善点を考慮しプランターを排水の良いものに変更した。
２）葉菜類
　ハクサイは早生・晩生を３回に分けてセル苗によ
る移植栽培を行なった。晩生は学生実習で，ハクサ
イの頭をくくり霜よけを行った。
　新しい試みとして‘三味白菜’を播種した。かす
かな辛みがあり鍋や浅漬に美味しいと好評であっ
た。この白菜を焼き肉店へキムチ用として出荷した
ところ，お客様に好評であったとのことであった。
しかし，外見の大きさの割に重量があり，芯が詰まっ
ていたため，キムチを漬ける作業に通常の３倍の時
間が掛ったということであり，収穫適期の見極めが
課題として残った。
　また例年栽培している‘黄ごころ’もキムチ用と
して出荷した。味，葉の肉厚，色，大きさがキムチ
の加工に適していると好評であった。今までは生産
から販売までの意見しか聞けなかったが，今回は加
工から食までの最終の意見を聞くことができ良い経
験となった。
　チンゲンサイ・コマツナ・コカブは電照キクの後
地を利用してハウス栽培を行なった。無加温で栽培
ができ，病害虫の発生もなく好結果が得られた。来
年度も継承したい。
  タマネギは条播を行なった。移植後は土壌処理剤
で雑草を抑えた。葉菜では主力作目であり４品種
（マッハ・ソニック・ターボ・猩々赤）を選定した。
極早生と赤タマネギ３畦はマルチ栽培を行なった。
学生実習でも収穫と移植を行なった。
　エンサイ，ツルムラサキ，モロヘイヤは４月16
日に播種，５月13日に露地へ定植した。６月25日
から収穫を始めたが，生育状況をみると播種を一カ
月遅らせてもよかったと思われる。これら，つる性
葉菜は腋芽の育成と収穫（摘芯）を繰り返すことで
初秋までの収穫が可能であり，真夏の葉菜類が少な
い時期に供給できる野菜として有望と思われる。
３）根菜類
　サツマイモは‘ベニアズマ’を8,000本定植した。
例年の幼稚園・小学校を対象とした，さつま芋堀は
好評である。
　大根は，キムチ用に韓国種の大根‘マサル大根’
を初めて栽培した。栽培上ではこれまで栽培してい
た品種と違いはなかったが，キムチに加工すると食
感がこれまで使用していた大根と違うとのことで
あった。栽培したものが，食するまで見ることがで
きるというのは非常に面白いものであった。
４）花き
　露地キクは主に冬至芽の移植栽培を行なっている
が，移植時期が遅れると短茎で収穫が不能となるこ
とから３月下旬から行った。
　また電照菊は通年８月中旬に定植を行っているが
‘セイスナップ’‘ローズ舞風車’は伸長が旺盛なた
め，もう少し定植を遅らせたほうがよいと感じた。
定植後は温度管理を意識し，ビニルハウスの開閉を
行った。また定期的に防除を行ったため，病害虫の
被害は抑えられた。
　年間の学生実習に添った作付け計画を設定し，作
物栽培の作付け体系を充実することで安定生産が計
れたと思われる。作物の作付けは緑肥栽培を組み入
れた輪作体系を図り土地の有効利用に努めた。また，
土作りとして馬術部から馬糞，動物実験室より家畜
糞，果樹部より剪定木のチップを引き取り，堆肥作
りを行っている。
　地域との関わりとして，サツマイモの収穫体験や
一般参加を募っての岡山大学公開講座「育てて食べ
よう美味しい夏野菜」を開いている。
（山奥　隆，宮地大介）
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（２）水田部門
　平成 21 年度の乾田直播栽培は，例年と同じく５
月中旬頃から播種を開始したが，播種機の老朽化に
よる播種不良や降水量が少ないために出芽が悪く生
育は不調であった。移植栽培は苗箱へ５月中旬に
播種し，苗の生育は順調に進み，岡山水田，八浜水
田共に田植えも平年並みに行え，活着も比較的順調
であった。今年は乾田直播がいちじるしい発芽不良
になったので茎数確保を目的とした追肥を行ったが
７月上旬から曇天が続きイモチ病が発生した。その
後８月中旬からの晴天傾向によりイモチ病はおさ
まったが茎数不足は解消できなかった。水稲の作柄，
作況指数は全国平均が 522kg/10a「98」，岡山県は
537kg/10a，｢102｣ であった。
　岡山水田は栽培品種をアケボノに統一し，１号水
田はガイダンス科目総合農業科学入門で一年次生全
員による手植え移植とし，２号水田は田植え機を用
いて成苗（葉齢５～ 5.5）を移植栽培した。３号水
田では，修士・卒業論文作成のための試験が行われ，
多くの研究成果が報告された。また，３号水田の
南側約 10aの水田ではジュニア公開講座（ヤシロモ
チ），大学生協稲作り体験企画（赤モチ）の栽培が
行われた。八浜水田は１号～６号水田で乾田直播栽
培し，２号水田の一部に成苗（葉齢５～ 5.5）を用
いた移植栽培をした。また，カキ殻の多い場所では
秋落ちしやすい傾向がみられたため，水田の一部分
に追肥を行った。
　本農場の水稲収量はアケボノ 529kg/10a，ヒノヒカ
リ 463kg/10a，あきまさり 420kg/10a，平均 480kg/10a
となり，昨年（581kg/10a）に比べて減収した。
（多田正人）
第１表　栽培面積
作目 栽培様式 品種 栽培圃場及び面積（a） 合計（a）
岡山水田
　　水稲 移植 アケボノ １号（40） 40
移植 アケボノ ２号（64） 64
試験研究用 ３号（25，研究室･未収穫） 25
八浜水田
　　水稲 直播 あきまさり ２号（58） 58
移植 あきまさり ２号（100） 100
直播 ヒノヒカリ １号（70）３号（69）４号（81）５号（134）６号（54） 408
直播 アケボノ １号（211） 211
第２表　栽培の概要
作目 栽培様式 品種 播種・移植期 播種量kg/10a
施肥量（kg/10a）
収穫期種類 N P2O K2O
岡山水田
　　水稲 移植 アケボノ 5/13・6/8～15 1.3 LPE80 8～11 8 8 10/23～10/28
八浜水田
　　水稲 移植 あきまさり 6/23～6/24 1.3 かるらく 8～12 8 8 11/4～11/6
直播 あきまさり 5/27 6.5 かるらく 8～12 8 8 11/6
直播 ヒノヒカリ 5/18～5/20 9.0 LPE80 9～12 9 9 10/5～10/20
直播 アケボノ 5/25～5/26 6.5 かるらく 8～12 8 8 10/26～11/4
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第３表　水稲防除作業内容
薬品名 圃場名（号田） 使用量（/10a） 月/日
八浜水田
除草剤 トレファノサイド乳剤 １，２，３，４，５ 255ml 5/21～6/1
シャドー水和剤 １，２，３，４，５，６ 121g 6/16～6/17
サキドリEW ２ 350cc 6/26
イッテツフロアブル １，２，３，４，５，６ 477cc 6/25～6/26
クリンチャー乳剤 １，２，３，４，５，６ 92cc 6/16
クリンチャー乳剤 １，２，３，４，５，６ 92cc 6/19
殺虫・殺菌剤 アドマイヤー顆粒 １，２，３，４，５，６ 24g 5/18～5/26
ロムダンゾル １，２，３，４，５，６ 96cc 7/28～7/31
モンカットフロアブル １，２，３，４，５，６ 96cc 7/28～7/31
スタークル顆粒 １，２，３，４，５，６ 30g 7/28～7/31
ブラシンフロアブル １，２，３，４，５，６ 83cc 8/19～8/31
ロムダンゾル １，２，３，４，５，６ 83cc 8/19～8/31
モンカットフロアブル １，２，３，４，５，６ 83cc 8/19～8/31
アプロードフロアブル １，２，３，４，５，６ 83cc 8/19～8/31
岡山水田
除草剤 イッテツフロアブル １，２，３ 500cc 6/10～6/17
マーセット乳剤 １，２，３ 500cc 6/5  ～6/12
殺虫・殺菌剤 ロムダンゾル １，２，３ 80g 7/28～7/30
モンカットフロアブル １，２，３ 80g 7/28～7/30
トレボンEW １，２，３ 80g 7/28～7/30
ブラシンフロアブル １，２，３ 88cc 8/25
ロムダンゾル １，２，３ 88cc 8/25
モンカットフロアブル １，２，３ 88cc 8/25
アプロードフロアブル １，２，３ 88cc 8/25
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（３）果樹部門
　平成21年の担当圃場面積は，岡山農場160.6a（露
地103.6a，雨よけハウス50.5a，ガラス室6.5a）およ
び本島農場49a（すべて露地）であった。
　岡山農場では，常勤職員３名，非常勤職員１名が
日常の管理作業を行ったが，５～７月の繁忙期には，
期間をずらして２名の非常勤職員を，各２ヶ月間雇
用した。本島農場では，引き続き非常勤職員１名が
日常業務を行った。
　老朽化した岡山農場ガラス室の代替施設として，
ブドウ加温栽培を導入することが可能な３連棟のパ
イプハウス（300㎡）が，１号園に12月に完成した。
11月まで野菜・花き部門が使用した南圃場のガラス
室も，ブドウ栽培用の施設として来年から果樹部門
が使用する予定で，このための改修を12月から始
めた。
　平成21年１月から12月までの岡山農場における生
産実績を第１表に，本島農場における生産実績を第
２表に示した。作目ごとの薬剤防除履歴および植物
成長調節剤使用履歴を第３表から第15表に示した。
①　モモ
　天候に恵まれ，開花期から７月前半までは順調に
生育した。７月中旬から８月前半にかけては雨の日
が多く，この時期に収穫期を迎える品種の食味に影
響した。
　６月末から７月初頭に収穫した‘日川白鳳’では，
200g前後の小玉果が中心であったが，糖度13 ～ 14
度の果実が多く，食味が良かった。
　‘あかつき’と‘紅清水’では，収穫始めの７月
前半は食味が良く，収穫果の平均糖度は14度であっ
た。７月中旬以降は，果実の肥大が進んで大玉果の
割合が高くなったが，収穫果の平均糖度は12.5度に
低下した。
　‘清水白桃’は300g級の果実が中心で大玉傾向で
あったが，多雨の影響で味が乗らず，平均糖度は10
～ 11度であった。収穫後の果実の傷みも早く，kg
当たりの平均単価は736円で，前年よりも150円以
上低かった。
　前年に果実の発育不良や生理的落果が多かった
‘白麗’と‘白桃’では，仕上げ摘果および袋か
け作業の時期を他の品種よりも遅らせて，６月20
日以降に行った。天候不順の影響で果実の食味は
劣ったが，‘白麗’では生理的落果が大幅に減少し，
300g以上の外観の良い果実が多数収穫できた。‘白
桃’では発育不良の果実が多かったが，その割合は
前年よりも減少した。
　‘ゴールデンピーチ’はシンクイムシによる果実
の食害が目立ったが，収穫果の糖度は12 ～ 16度で，
渋味が少なく，食味が良好であった。
　ネクタリンの‘秀峰’は，収穫期が前年よりも１
週間程度早く８月15日前後であった。小玉果が多
く果実の肥大は劣ったが，平均糖度は15度で，適
度な酸味があり，食味が良かった。
②　ブドウ
　販売可能数量の減少に伴う生産過剰状態を改善す
るため，従来の生産量重視の考え方を改め，果実品
質の向上と繁忙期の労力軽減を重視し，４倍体品種
を中心に着房数を減らして管理した。
　‘藤稔’では１新梢に１果房を，また，‘巨峰’と
‘安芸クイーン’では１新梢に１果房以下を基本と
し，‘ピオーネ’では着房数と新梢管理の方法を場
所ごとに変えて管理した。３号園ハウスにおいては，
これ以外の品種についても不要な果房は早いうちに
摘除するように努めた。ガラス室においては，以前
から着房数を制限して栽培していたため，従来通り
とした。
　前年は凍害などで廃棄した量が多かったため一概
に比較はできないが，今年のブドウの総生産量は
6000kg弱で，前年よりも1000kg程度減少した。天
候不順の影響もあって果実品質向上の点では特筆す
べきほどの大きな変化は認められなかったが，品質
が大きく低下する以前に収穫・販売を終了すること
ができた。
　７月，８月の日照不足の影響もあって，‘藤稔’
や‘アーリー・スチューベン’などでは成熟の遅延
が認められた。‘藤稔’では収穫最盛期が９月初旬
と例年よりも10日程度遅れたが，糖度が17 ～ 21度
と高く，着色の良い，優れた果実が生産できた。
　‘デラウェア’では，１回目のジベレリン処理
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（100ppm）時にフルメット1.5ppmを混用して処理
適期幅の拡大をはかったが，一部の樹では，種子が
入る果粒が多く認められた。
　‘ピオーネ’では，新梢を棚下に長く垂らした管理
を行った樹では果房の着色が早くなった。また，房
数を減らした箇所での果房の着色は若干向上した。
　‘瀬戸ジャイアンツ’では樹冠の拡大が順調に進
み，前年の２倍の生産量であった。
　‘翠峰’では，樹冠は拡大したが新梢の伸びが不
揃いで，空枝にする箇所が多く，生産量は前年とほ
ぼ変わらなかった。
　ガラス室では，天候不順により２月加温栽培の地
中温度コントロール室の ‘マスカット・オブ・アレ
キサンドリア’および大温室の‘グロー・コールマ
ン’で７月，８月に裂果およびそれに伴う腐敗が多
く発生した。
　大温室では，８月以降，天窓や側窓の隙間からホ
ソヘリカメムシが大量に侵入し，成熟期にあった無
加温栽培の‘マスカット・オブ・アレキサンドリア’
が著しい吸汁害を受けた。対策として袋掛けを行い，
それ以上の被害を抑えたが，吸汁跡の斑点および腐
敗と，袋の擦れによる傷が果実に目立ち，商品価値
が大きく低下した。無加温栽培の‘マスカット・オ
ブ・アレキサンドリア’では，８月中旬以降の成熟
期に晴天の日が続いたため，一部で果実の日なえが
発生したが，収穫果の糖度は17 ～ 22度と高く，食
味は良かった。
　‘マスカット・オブ・アレキサンドリア’の収穫
終了後に大温室を解体撤去する計画が一時持ち上
がったため，‘グロー・コールマン’の管理を夏以
降ほとんど行わなかった。計画が中止になった秋以
降管理を再開したが，裂果による腐敗が極めて多く，
生産量は前年の３分の１となった。
　品種更新や不良樹の淘汰のため，３号園では，２
月に‘ピオーネ’５本，‘巨峰’２本，および‘マスカッ
ト・ベーリー A’２本を伐採した。また‘藤稔’では，
樹勢が強く樹冠拡大や着房数の制限を行っても果実
の着色不良と早期軟化が改善しない１樹を，今年限
りで伐採することにした。
　３号園におけるコナカイガラムシによる被害は，
粗皮剥ぎの徹底と，前年の収穫後の薬剤散布の効果
もあって，‘マスカット・ベーリー A’の一部で目立っ
た程度で，前年よりも減少した。また，白綿病の発
生も前年よりも少なかった。
③　カキ
　‘平核無’では前年よりも生産量が増えたが，そ
れ以外の品種では隔年結果の影響で花数が少ない樹
が多く，生産量が前年よりも減少した。‘富有’で
は前年に凍害のため大量の果実を廃棄しているた
め，販売数量は前年よりも増加した。
　着生した果実数が少なかったため，果実の肥大が
進み，‘愛宕’や‘富有’では大玉果の割合が高くなっ
た。‘平核無’も200g前後の比較的大玉の果実が多
かった。
　各品種とも成熟期にはカメムシの飛来が多く，吸
汁害を受けて吸汁痕から軟化したり，変形したりす
る果実が認められた。また２号園では，コナカイガ
ラムシおよびウドンコ病の発生が目立った。
　１号園の‘愛宕’では，パイプハウス建設予定地
に近い各列の西端の樹，計６本を９月に伐採した。
④　キウイフルーツ
　剪定終了後の１月下旬に，緩んでいた棚の張り直
しおよび吊り上げを行い，作業性が向上した。
　果実の品質向上を図るため，摘果に加えて，一部
の樹では摘蕾および摘花作業を行い，前年よりも着
果数を少なくして管理した。フルメット処理を行っ
た当日に夕立があったこともあって，着果数を制限
したわりに果実の肥大は進まず，収穫量は前年の４
分の３の約2400kgであった。
　前年に収穫して貯蔵しておいた果実を適宜追熟
し，１月から５月まで販売した。‘ヘイワード’は
貯蔵中の傷みも少なく，５月まで十分貯蔵が可能で
あった。
　収穫は11月中下旬に行い，年内は‘香緑’を順
次追熟して販売した。
　追熟後の果実の食味は，‘ヘイワード’，‘香緑’
ともに，ほぼ例年並みであった。
⑤　リンゴ
　各品種ともおおむね順調に生育し，主幹の頂部が
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ハウスの天張りフィルムに届く樹が多くなった。剪
定後に側枝の水平誘引を行ったので，適度な強さの
結果枝が側枝の基部に近い位置に確保され，コンパ
クトな樹形が維持された。
　夏季に高温になりやすい連棟ハウス内の通風を改
善するために，３月のフィルム更新時に，谷部の両
側，高さ55cmの間は天張りフィルムを展張せず，
1.6cm目合いのネット張りとした。
　果実の生産量は前年の1.5倍の490kgであった。‘つ
がる’では，夏季のハウス内の高温が改善されたた
め果肉の粉質化や内部褐変が少なく，着色も向上し
た。‘ふじ’では，Brix10 ～ 16度と果実の食味にバ
ラツキが大きかったが，大玉果の割合が高く，500g
を超える果実も多かった。
　冬季に温度変化の大きいハウス南面を中心に４本
の樹が地際部付近に凍害を受け，地上部全体が枯死
した。また，‘ふじ’では，８月以降ハダニの発生
が多かった。
⑥　カンキツ類（岡山農場）
　１月に収穫したウンシュウミカンの‘興津早生’
および‘いしじ’では，収穫時期を前年より約１ヶ
月遅らせたこともあって食味は若干向上したが，前
年同様，大玉になりすぎる果実が多く，淡泊な食味
で，浮き皮果が多かった。 
　今年結実した果実については，‘興津早生’，‘い
しじ’ともにできるだけ摘果を少なくして管理した。
‘興津早生’の多くの樹では依然として樹勢が強かっ
たが，定植３年目で全体的に樹が落ち着きはじめ，
結実数も増え，極大果の割合が前年よりも減少した。
両品種とも来年１月に収穫する予定である。
　極早生温州の‘宮本早生’は，‘興津早生’や‘い
しじ’に比べて樹の拡大が遅かったが，10月には
33kgの果実を収穫できた。食味はこの時期のミカン
としては良好であった。
　前年定植したレモンは樹勢が極めて強く，果実の
結実はまばらであった。
⑦　その他の果樹（岡山農場）
　スモモは隔年結果の表年で，前年の３倍以上の生
産量であったが，８月に胴枯病のため１本が枯死した。
　ウメは前年並みの生産量であった。小梅は販売所
での販売が中心であったが，中梅および大梅は，大
部分を酒造会社に梅酒原料用として販売した。
　前年11月に植え付けたブルーベリーは，植え付
け位置がパイプハウスの建設予定地に当たったた
め，９月に東側の列を西側の列の２m西側に移植し
た。高温に弱いハイブッシュ系統の‘ビッグ・スパー
タン’は，５本中４本が夏に枯死した。
　ウメ，ビワおよびスモモの収穫作業は，大部分を
グッドジョブ支援センターの職員が行った。
⑧　カンキツ類（本島農場）
　ウンシュウミカンは着果数が多く，生産量が増
えたが，小玉果の果実の割合が高かった。生産量
のほとんどは早生温州であったが，ここ数年間鳥害
等でほとんど収穫できなかった普通温州も，今年は
700kg程度収穫できた。
　甘夏は３月に収穫して８月まで販売した。生産量
は3.5トン弱で前年よりも減少した。
（近藤毅典・山本　昭・酒井富美子）
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第１表　平成 21 年果樹部門生産概要（岡山農場）
種　　類 品　　種　　等      面積（a） 販売数量（kg） 収入金額（円）
モモ あかつき 4.0 1,009 474,508 
紅清水 7.2 1,081 504,368 
清水白桃 10.7 759 558,555 
ゴールデンピーチ 4.0 872 410,704 
川中島白桃 1.4 323 173,754 
白桃 0.6 159 75,131 
白麗 0.6 100 49,766 
その他品種 9.5 207 102,813 
ブドウ 藤稔 6.7 1,356 813,100 
 （雨よけハウス） ピオーネ 4.8 794 486,292 
巨峰 2.9 390 189,585 
マスカット・ベーリー A 4.8 828 311,305 
ヒロハンブルグ 1.4 359 154,660 
アーリー・スチューベン 1.9 353 146,853 
ネオ・マスカット 1.0 304 134,539 
デラウェア 1.9 186 118,150 
安芸クイーン 0.8 144 86,979 
瀬戸ジャイアンツ 0.5 107 78,750 
翠峰 1.0 65 47,620 
その他品種 4.4 353 225,238 
ブドウ マスカット ･オブ ･アレキサンドリア 4.9 666 672,405 
 （ガラス室） グロー・コールマン 0.8 85 42,600 
カキ 富有 5.1 511 89,209 
松本早生富有 3.5 254 39,220 
平核無 3.5 956 150,698 
西条 3.5 453 109,645 
愛宕 6.2 902 135,300 
その他品種 2.0 185 32,510 
キウイフルーツ 7.4 3,233 738,706 
リンゴ 7.5 468 138,182 
ウメ 4.2 375 140,200 
ビワ 3.1 261 88,800 
スモモ 2.2 132 72,450 
ウンシュウミカン 4.0 257 47,400 
レモン 1.4 1 360 
ブルーベリー 0.7 0 0 
 第２表　平成 21 年果樹部門生産概要（本島農場）
　種　　類 販売数量（kg） 収入金額（円）
ウンシュウミカン 3,501 430,551 
甘夏 3,496 541,387 
イヨカン 879 128,918 
その他 1,878 261,294 
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第３表　モモの薬剤防除履歴（平成 21 年）
月 /日 薬　　品　　名 倍率等 備　　　　考
3/5，6，17 石灰硫黄合剤 7
3/5 ラウンドアップマックスロード 100
3/18 カスミンボルドー水和剤 500
3/24 コンフューザーＭＭ 740 本 /20.9a
4/8 ロブラール水和剤 1200
4/23 ビスダイセン水和剤 500
 〃 アディオン乳剤 2000
4/30 スペックス水和剤 500
 〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
5/7 ストロビードライフロアブル 2000 ４号園のみ
5/13 ベルクート水和剤 2000
 〃 バリダシン液剤 5 500
 〃 ダイアジノン水和剤 1000
5/25 スペックス水和剤 500
 〃 ノーモルト乳剤 2000
5/31，6/1，4，6，7 ベルクート水和剤 2000
 〃 ダーズバンＤＦ 3000
6/5，17 ダコニール 1000 1000 一部のみ
6/8，11，15，16，23 ストロビードライフロアブル 2000
 〃 ロディー乳剤 2000
6/17 アーデント水和剤 1000 一部のみ
6/26 オンリーワンフロアブル 2000
 〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
7/7 マイトコーネフロアブル 1000
 〃 モスピラン水溶剤 4000
7/29 ダイアジノン水和剤 1000 ４号園のみ
 〃 コテツフロアブル 2000 ４号園のみ
8/7，21 ダイアジノン水和剤 1000 一部のみ
12/4，9 マシン油乳剤 95 20
第４表　ブドウ（雨よけハウス）の薬剤防除履歴（平成 21 年）
月 /日 薬　　品　　名 倍率等 備　　　　考
3/25，30，4/3 石灰硫黄合剤 7
 〃 ベンレートＴ水和剤 200
4/17，21 アプロードフロアブル 1000
 〃 サンマイト水和剤 1500
5/7 ペンコゼブフロアブル 1000
 〃 ロブラール 500 アクア 1500
 〃 スプラサイド水和剤 1500
5/15 フェスティバル M水和剤 1000
 〃 ゲッター水和剤 1500
 〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
5/30 カンタスドライフロアブル 1500
 〃 オルトラン水和剤 1500
6/17，19，20 インダーフロアブル 8000
 〃 スプラサイド水和剤 1500
 〃 バロックフロアブル 2000
6/23，25，29，7/2，3，6 ストロビードライフロアブル 2000
 〃 コテツフロアブル 2000
7/9 スイッチ顆粒水和剤 2000 一部のみ
 〃 スミチオン水和剤 1000 一部のみ
10/14，11/13，20，12/4 ICボルドー 66D 40
 〃 スミチオン水和剤 800
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第５表　ブドウ（ガラス室）の薬剤防除履歴（２月加温栽培）（平成 21 年）
月 /日 薬　　品　　名 倍率等 備　　　　考
1/23 石灰硫黄合剤 1000
1/26 ベンレートＴ水和剤 7
3/23 アプロードフロアブル 100
3/27 サンマイト水和剤 1000
 〃 ペンコゼブフロアブル 1000
4/21 ロブラール 500 アクア 3000
 〃 スプラサイド水和剤 2000
5/13 フェスティバル M水和剤 8000
 〃 ゲッター水和剤 2000
6/18 アルバリン顆粒水溶剤 4000
 〃 カンタスドライフロアブル 1500
7/8 オルトラン水和剤 100g
7/16 インダーフロアブル 100g
第６表　ブドウ（ガラス室）の薬剤防除履歴（無加温栽培）（平成 21 年）
月 /日 薬　　品　　名 倍率等 備　　　　考
3/17 石灰硫黄合剤 7
 〃 ベンレート T水和剤 250
3/19 オマイト水和剤 1000
3/23 ラウンドアップハイロード 100
4/24 オーシャイン水和剤 2000
 〃 アプロードフロアブル 1000
5/13 ポリベリン水和剤 1000
 〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
5/27 カンタスドライフロアブル 1500
 〃 スプラサイド水和剤 1500
6/17 ストロビードライフロアブル 3000
 〃 コテツフロアブル 2000
6/29 インダーフロアブル 8000
 〃 テルスターフロアブル 4000
7/8，9 ジェットＶＰ 950g
7/16 ジェットＶＰ 1000g
第７表　ブドウの植物成長調節剤使用履歴（平成 21 年）
月 /日 品　　　種　　　名 薬品名・濃度
4/30 デラウェア ジベレリン 100ppm＋フルメット 1.5ppm
5/22 サニールージュ ジベレリン 20ppm
5/25 巨峰 ジベレリン 20ppm＋フルメット 1ppm
 〃 ゴルビー，ピオーネ（一部），安芸クイーン（一部） ジベレリン 20ppm
5/26 デラウェア，ハニーシードレス ジベレリン 100ppm
 〃 オーロラブラック，安芸クイーン（一部） ジベレリン 20ppm
5/27，29 ピオーネ（一部），翠峰 ジベレリン 20ppm
5/28 藤稔 ジベレリン 20ppm＋フルメット 0.5ppm
5/29 アーリ ・ースチューベン ジベレリン 100ppm
5/29，6/1，4 瀬戸ジャイアンツ ジベレリン 20ppm＋フルメット 5ppm
6/2 巨峰，サニールージュ，ゴルビー ジベレリン 25ppm
6/5 ピオーネ（一部），安芸クイーン（一部） ジベレリン 25ppm
 〃 ヒロハンブルグ ジベレリン 100ppm
6/8 藤稔，オーロラブラック，ピオーネ（一部），安芸クイーン（一部） ジベレリン 25ppm
6/9，12 マスカット・ベーリーA ジベレリン 100ppm
6/9，11，15 瀬戸ジャイアンツ ジベレリン 25ppm
6/11 翠峰 ジベレリン 25ppm
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第８表  カキの薬剤防除履歴（平成 21 年）
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率 備　　　　考
3/5 ラウンドアップマックスロード 100
3/6，10 石灰硫黄合剤 7
4/24 ラウンドアップハイロード 100
4/28 ベルクート水和剤 1500
 〃 ジェイエース水和剤 1500
6/7 ラビライト水和剤 800
 〃 アーデント水和剤 1000
6/19 ストロビードライフロアブル 3000
 〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
7/6 オリオン水和剤 1000
7/28，31 サンフーロン液剤 100
9/4，17 トップジンＭ水和剤 1500
 〃 ダントツ水溶剤 4000
12/12 マシン油乳剤 95 20
第９表　キウイフルーツの薬剤防除および植物成長調節剤使用履歴（平成 21 年）
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率 備　　　　考
2/12 マシン油乳剤 20
3/10 石灰硫黄合剤 7
6/16，17 フルメット液剤 5ppm
7/3 トップジン M水和剤 1000
 〃 パダン SG水溶剤 1500
第 10 表　リンゴの薬剤防除履歴（平成 21 年）
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率 備　　　　考
2/19 ラウンドアップマックスロード 100
3/5 石灰硫黄合剤 7
3/24 コンフューザー A 200 本 /7.5a
4/7 ベルクート水和剤 2000
 〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
4/24 バスタ液剤 100
5/1 ストロビードライフロアブル 2000
 〃 スカウトフロアブル 2000
 〃 カーラフロアブル 2000
5/18 ラウンドアップマックスロード 100
5/27 ジマンダイセン水和剤 500
 〃 オリオン水和剤 1000
 〃 ダニトロンフロアブル 1000
6/25 スプラサイド水和剤 1500
 〃 ピラニカ水和剤 1000
7/16 ストッポール液剤 1000 つがるのみ
7/30 ダントツ水溶剤 2000
 〃 マイトコーネフロアブル 1000
8/20 ストッポール液剤 1000 一部品種のみ
8/21 ダイアジノン水和剤 1000 ふじのみ
 〃 コロマイト乳剤 1000 ふじのみ
10/2 エルサン水和剤 1000
 〃 カスケード乳剤 2000
 〃 マイトクリーンフロアブル 1000
12/25 マシン油乳剤 95 20
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第 11 表  ウメの薬剤防除履歴（平成 21 年）
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率 備　　　　考
1/26 石灰硫黄合剤 7
3/5 ラウンドアップマックスロード 100
4/7 ベルクート水和剤 2000
 〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
5/1 ストロビードライフロアブル 2000
 〃 スカウトフロアブル 2000
12/17 マシン油乳剤 95 20
第 12 表　スモモの薬剤防除履歴（平成 21 年）
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率 備　　　　考
3/5 石灰硫黄合剤 7
4/3 オリオン水和剤 1000 ソルダムのみ
4/7 ベルクート水和剤 2000
 〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
5/27 ジマンダイセン水和剤 800
 〃 オリオン水和剤 1000
 〃 ダニトロンフロアブル 1000
12/9 マシン油乳剤 95 20
第 13 表　カンキツ類の薬剤防除履歴（岡山農場）（平成 21 年）
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率 備　　　　考
2/19 ラウンドアップマックスロード 100
5/13 ストロビードライフロアブル 3000
 〃 オルトラン水和剤 1000
5/27 ジマンダイセン水和剤 800
 〃 オリオン水和剤 1000
 〃 ダニトロンフロアブル 1000
6/25 ジマンダイセン水和剤 800
 〃 スプラサイド水和剤 1500
 〃 ピラニカ水和剤 1000
7/6 オリオン水和剤 1000
7/30 ダントツ水溶剤 2000
 〃 マイトコーネフロアブル 1000
10/22 スミチオン乳剤 1000
 第 14 表　ビワの薬剤防除履歴（平成 21 年）
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率 備　　　　考
4/28 トップジン M水和剤 1000
 〃 ロディー水和剤 2000
第 15 表　カンキツ類の薬剤防除履歴（本島農場）（平成 21 年）
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率 備　　　　考
4/23，24，27 マシン油乳剤 95 40
5/11，12，14，15 サンフーロン液剤 100
6/2，5，8，9 ジマンダイセン水和剤 1500
 〃 アプロードエースフロアブル 1000
7/28，29，30 サンフーロン液剤 100
8/5，7，11，12 ストロビードライフロアブル 2000
 〃 ダニエモンフロアブル 4000
10/19 サンフーロン液剤 100
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（４）畜産部門
１）津高牧場（繁殖牛）
　平成21年の飼育牛移動状況を第１表に示した。
子牛生産頭数は雌が21頭で，雄が21頭の計42頭で
あった。そのうち異性双子が２腹生まれた。繁殖牛
の分娩時における事故として，死産が２件と放牧中
の流産が３件あった。販売総数は39頭で，そのう
ち子牛が34頭で肥育牛が５頭であった。
　繁殖牛の人工授精と受精卵移植成績を第２表に示
した。人工授精で38頭と受精卵移植で１頭を受胎
させることができた。本年は老齢牛を多く淘汰した
ことにより授精頭数が減ったため，昨年に比べ受胎
頭数が減った。今後も牛の観察と飼養管理に気を配
りながら，１頭でも多くの牛を受胎させるような技
術改善に努めたい。
　子牛の販売成績を第３表に示した。出荷頭数は去
勢が15頭で雌が19頭の合計34頭であった。前年と
比較して，出荷時における日齢は去勢で４日，雌で
３日短くなり，体重は去勢で９kg，雌で７kg減少し，
価格は前年より去勢・雌ともに安値であった。
　昨年より岡山県家畜市場で「岡山和牛推奨子牛」
の表示販売が導入された。この表示内容は「出荷日
齢」，「体高」，「服囲と胸囲の差」，「著しい瑕疵・損
傷のないこと」の４項目からなる。昨年度は１頭で
あったが，本年は当牧場で出荷した去勢牛と雌牛の
２頭が「おかやま四つ星子牛」として認定を受け販
売された。毎回のセリ市で基準値を満たしていても
過肥等で不合格になった子牛がいたので，次年度も
「おかやま四つ星子牛」認定を目標にして，子牛の
飼養管理技術の改善を図りたい。本年はコクシジユ
ウム症やウイルス性による下痢発生予防プログラム
を５月に変更したが，昨年同様に発生はなかった。
今後も予防プログラムで下痢の発生を抑えるととも
に，早期にその症状を発見し治療の出来る体制を強
化したい。
　雌牛の枝肉販売成績を第４表に示した。繁殖にお
いて問題が生じた雌牛５頭を肥育して出荷販売した。
（野久保隆，三島愛架）
第１表　平成 20 年における和牛の飼育移動状況
雌 雄
合　計
子牛 育成牛 繁殖牛 肥育牛 子牛 育成牛 肥育牛
21.01.01 現在 13 2 44 2 13 0 0 74
????増
生産 11 － － － 8 － － 19
振替 － － 2 3 － 1 － 6
減
振替 0 2 3 － 1 － － 6
へい死 － － － － － － － 0
売却 8 － － 3 10 － － 21
21.06.31 現在 16 0 43 2 10 1 0 72
????増
生産 10 － － － 13 － － 23
振替 － 2 － 3 － － 1 6
減
振替 2 － 3 － － 1 － 6
へい死 － － － － － － － 0
売却 7 － － 2 9 － － 18
21.12.31 現在 17 2 40 3 14 0 1 77
第２表　平成 21 年における繁殖牛の人工授精・受精卵移植成績（21.1.1 ～ 21.12.31）
実施
頭数
受胎
頭数
受胎率
（％）
受精回数
１ ２ ３ ４回以上
受胎 不受胎 受胎 不受胎 受胎 不受胎 受胎 不受胎
人工授精 44 38 86.3 24 2 14 3 － － － 1
受精卵移植 4 1 25.0 1 － － 3 － － － －
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第３表　平成 21 年における子牛の販売成績
販　売
年月日
耳　標
番　号
生年月日 性  別
生  後
日  齢
（日）
体　重
（kg）
日　齢
体　重
（kg/日）
落　札
価　格
（千円）
kg当り
単　価
（円）
母　牛
番　号
乳　牛
名　号
21.01.18 R993 20.05.07 雌 261 273 1.046 188 689 Y233 西花８
R999 20.06.22 去 215 264 1.228 408 1,545 ET 第20平茂
21.03.06 R994 20.05.28 雌 282 259 0.918 315 1,216 Y237 西花８
R996 20.06.08 去 259 271 1.046 367 1,354 Y245 北湖２
R997 20.06.15 雌 232 264 1.138 250 947 Y226 北仁
R998 20.06.20 去 259 272 1.050 380 1,397 Y222 第５北盛
P　2 20.07.02 雌 247 264 1.069 346 1,311 Y225 安福勝
21.04.14 P　1 20.06.23 雌 298 268 0.899 282 1,152 Y244 北湖２
P　3 20.07.18 去 273 270 0.989 386 1,430 Y227 勝福茂
P　6 20.08.16 去 244 260 1.066 380 1,462 Y229 肥後桜
P　7 20.08.27 去 233 278 1.193 503 1,809 Y234 肥後桜
21.05.22 P　4 20.08.09 雌 286 252 0.881 186 738 Y212 第５北盛
P　5 20.08.10 雌 285 223 0.782 155 695 Y242 西花８
P　8 20.09.12 去 252 238 0.944 222 933 Y209 第５北盛
P　9 20.09.23 去 241 280 1.162 343 1,225 Y207 第６栄福
21.06.26 P　10 20.10.06 去 263 289 1.099 330 1,142 Y183 第６栄福
P　11 20.10.10 去 259 282 1.089 348 1,234 Y213 第５北盛
P　14 20.11.04 雌 234 251 1.073 216 861 Y211 勝福茂
21.07.31 P　12 20.10.22 雌 282 260 0.922 221 850 Y235 西花８
P　16 20.11.17 去 256 248 0.969 267 1,077 Y220 第５北盛
P　19 20.12.03 去 240 281 1.071 303 1,078 Y191 第６栄福
21.09.04 P　15 20.11.05 雌 303 230 0.759 187 813 Y243 西花８
P　18 20.11.21 雌 287 250 0.871 210 840 Y224 花茂勝２
P　20 21.01.01 去 246 262 1.065 365 1,393 Y218 東海栄
P　21 21.01.02 去 245 267 1.090 314 1,176 Y231 花茂勝２
21.10.16 P　24 21.02.17 雌 229 244 1.066 241 988 Y200 北湖２
P　25 21.02.28 去 255 267 1.047 336 1,258 Y216 肥後桜
21.11.20 P　23 21.02.02 去 291 283 0.973 335 1,184 Y187 鶴長
P　28 21.03.17 雌 248 276 1.113 320 1,159 Y221 肥後桜
P　29 21.03.25 去 240 251 1.046 313 1,247 Y217 花茂勝２
P　31 21.03.31 去 234 263 1.124 353 1,342 Y194 茂勝栄
21.12.18 P　26 21.03.08 雌 285 248 0.870 225 907 Y246 東海栄
P　32 21.04.14 雌 248 242 0.976 248 1,025 Y239 肥後桜
P　33 21.04.21 去 241 282 1.170 308 1,092 Y233 第６栄福
平均 全 頭 34 257 262 1.026 298.5 1,131
去 勢 15 250 269 1.080 345.6 1,283
雌 19 267 253 0.959 239.3 937
第４表　平成 21 年における雌牛の枝肉販売成績
と　殺
年月日
耳　標
番　号
性別
水引枝肉
重量
（kg）
枝肉
規格
枝　肉
単　価
（円/kg）
売上
金額
（千円）
21.01.21 Y204 雌 413 B-1 450 186,174
21.01.21 Y215 雌 290 C-1 500 146,348
21.06.04 Y199 雌 403 B-1 450 181,440
21.07.14 Y183 雌 308 C-2 400 122,715
21.07.14 Y208 雌 355 C-2 420 148,492
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２）草地生産
　平成 21 年における飼料作物の生産状況を第１表
に示した。採草地における飼料作物の青草換算によ
る収量は 350,410kgであり，10a当たり平均収量は
7,065kgであった。採草地と放牧草地との収量を合
わせた総収量は 485,850kgとなった。利用形態別に
よる収量割合は青刈りで 16.2％，乾草で 16.3％，サ
イレージで 33.6％，放牧で 33.9％となった。
　乾草調製用の材料草として，E号と K3 号草地か
らイタリアンライグラス，スーダングラス，D2 号
と K2 号草地からイタリアンライグラスを収穫し
た。本年の乾草収量は平成 20 年に比べ生草換算で
650kgとわずかであったが増収した。
　サイレージ調製用の材料として，A号草地からト
ウモロコシとソルゴーの混播，D2 号，K1 号草地か
らトウモロコシ，K2号草地からソルゴーを収穫した。
　本年のサイレージ調製収量（生草換算）は
163,400kgで，昨年に比べ 25％の収量減となった。
本年もイノシシによる飼料作物への食害があった
が，圃場周辺に電気牧柵を張る事で，被害を最小限
に止めることができた。
　本年も採草地にイチビの発生が観察された。そこ
で，トウモロコシのみを栽培する草地では播種時に
薬剤処理を，トウモロコシとソルゴーを混播する草
地では学生実習などで除草を行い抑草管理に努め
た。今後も薬剤処理技術を粗飼料生産システムに組
み入れて，雑草の発生を予防し，少しでも多くの収
穫が得られるようにしたい。
　放牧草地ではオナモミ，ワルナスビ，イグサ，セ
イタカアワダチソウなどの雑草がみられ，除草剤を
使って除草作業を行った。特にワルナスビの繁殖が
著しく，次年度以降も継続して除草作業を行う予定
である。
（野久保隆，三島愛架）
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第１表  平成 21 年における飼料作物の生産量
草地 面積（a） 作　　　物
利用形態別収量（kg）
放　牧
延頭数
生草換算
収量（kg）
草地当り収量（kg）
青刈 乾草 サイレージ 放牧 生草合計収　　量
10 a当り
平均収量
Ａ 100 トウモロコシ+ソルゴー 5,350 26,610 71,875 85,915 8,592 
ソルゴー 14,040 14,040
Ｄ２ 130 イタリアンライグラス 12,350 2,570 25,200 103,165 7,936 
トウモロコシ 7,290 28,270 77,965
Ｅ 76 イタリアンライグラス 4,700 3,150 20,450 41,500 5,461 
スー ダングラス 11,800 1,850 21,050
Ｋ１ 90 イタリアンライグラス 1,900 3,780 20,800 51,230 5,692 
トウモロコシ 4,230 10,480 30,430
Ｋ２ 60 イタリアンライグラス 8,280 8,280 37,680 6,280 
ソルゴー 9,800 29,400
Ｋ３ 40 イタリアンライグラス 1,760 8,800 30,920 7,730 
スー ダングラス 8,520 2,720 22,120
計 496 78,460 15,830 75,160 350,410 350,410 7,065 
Ｂ 65 混播牧草 18,120 453 18,120 18,120 2,788 
Ｃ 120 混播牧草 29,240 731 29,240 29,240 2,437 
Ｄ１ 20 混播牧草 3,720 93 3,720 3,720 1,860 
Ｆ 104 混播牧草 27,680 692 27,680 27,680 2,662 
Ｇ 112 混播牧草 29,160 729 29,160 29,160 2,604 
Ｈ 47 混播牧草 5,280 132 5,280 5,280 1,123 
Ｉ 185 混播牧草 51,640 1,291 51,640 51,640 2,791 
計 653 164,840 4,121 164,840 164,840 2,524 
合計 1149 78,460 15,830 75,160 164,840 4,121 515,250 515,250 4,484 
利用形態別における生草換算収量（kg）
青刈 乾草 サイレージ 放牧 合計
78,460 79,150 163,400 164,840 485,850
　　　　　　　　　　　　　　　　＊サイレージの生草換算は（トウモロコシ＋ソルゴーの収穫量）× 2.5
　　　　　　　　　　　　　　　　　トウモロコシの収穫量× 2.5，ソルゴーの収穫量× 3
　　　　　　　　　　　　　　　　＊乾草の生草換算は，牧草の収穫量× 5
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２．事　務　部
（１）組　織
センター長 運営会議
ＦＳ推進部
企画連携部
事　務　部
岡山農場
八浜農場
津高牧場
本島農場
運営委員会
水　田　部　門
野菜・花き部門
果　樹　部　門
水　田　部　門
畜　産　部　門
果　樹　部　門
［技　術　部］
　１）機　構
　２）教職員数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   平成21年４月１日現在
区　分　 教育職員（一） 一般職員（一） 計 非常勤職員 合計 備考
技術・事務職員
センター長 1 1 1 教授
主 事 1 1 1 教授
教 授 1 1 1
准 教 授 1 1 1
助 教 1 1 1
班 長 1 1 1
副 班 長 1 1 1
主 任 3 3 3
技 術 職 員 3 3 3
事 務 室 長 1 1 1
専 門 職 員 1 1 1
主 任
計 5 10 15 15
事務補佐員 2 2
技能補佐員 4 4
技術補佐員 5 5
臨時用務員 1 1
計 12 12
合 計 5 10 15 12 27
52 岡山大農センター報告　No.32　2010　
　３）技術部部門別職員数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年４月１日現在
部　　門 技術職員 非常勤職員 合　　計 備　　考
水田 1 1 2
野菜・花き 3 4 7
果樹 2 2 4
畜産 2 1 3
その他 2 2
合　　計 8 10 18
（２）予算及び収入
　１）予　算 （振替，事項指定等特殊な予算は除く）
　平成21年度
　事　　項 金　額（円）
センター経費 43,852,510 
事務室経費 219,000 
業務委託費 2,146,490 
本島農場経費 1,693,000 
半田山自然教育　研究林経費 1,088,000 
　合　　計 48,999,000 
　２）収　入
　平成21年度 （円）
　区　分 野菜・花き 汎用耕地 果樹部門 山地畜産 合　　 計
果　菜　類 4,232,475 － － 4,232,475 
葉　菜　類 2,941,214 － － 2,941,214 
根　菜　類 926,700 － － 926,700 
花　卉　類 894,711 － － 894,711 
甘 し ょ 類 877,943 － － － 877,943 
果　　　樹 － － 9,122,989 － 9,122,989 
　　米 － 10,641,550 － － 10,641,550 
　　牛 － － － 11,365,173 11,365,173 
 合　　計 9,873,043 10,641,550 9,122,989 11,365,173 41,002,755 
（３）土地，建物面積
　１）土　地
農場等名 面　　積  （㎡） 　　 所　　在　　地
岡山農場 91,992 岡山市北区津島桑の木町１－62
八浜農場 89,568 玉野市八浜大崎1771
本島農場 22,161 香川県丸亀市本島町泊
津高牧場 312,484 岡山市北区日応寺
合　　計 516,205 
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21.  4. 1
21.  5. 1
１．職員章の着用について
２．平成21年度ワーキンググループ一覧につい
て
３．平成21年度春期全国大学附属農場協議会に
ついて
４．クレジットカードの導入について
１．津高牧場用務員退職に対する対応について
４．夏季一斉休業制度への対応について
５．農家体験実習について
１．平成21年度センター実習につ
いて
２．平成21年度公開講座について
３．センターのホームページの更
新について
４．平成20年度備品類整備状況に
ついて
５．フィールド科学センター利用
申込状況について
６．技術部会議等について
７．生産物の販売について
　平成20年度販売実績額について
１．５月の天満屋出店について
２．半田山自然教育研究林におけ
るイノシシの被害について
３．平成21年度センター実習につ
いて 
４．平成21年度ジュニア公開講座
について
５．フィールド科学センターＷＧ
報告について
（４）備品類及び営繕工事
　１）備品類（１件50万円以上）
 平成21年度
 備品類名 数量（式） 金　額（円）
岡山農場　草刈機 1 550,000 
岡山農場　小型マニアスプレッダ 1 860,000 
　２）営繕工事（１件50万円以上）
 平成21年度
 工事名 数量（式） 金　額（円）
岡山農場　パイプハウス設置工事 1 2,999,892 
八浜農場　屋根スレ－ト替改修工事 1 3,097,500 
（５）会議開催状況
　１）運営委員会
　　開催なし。
　２）運営会議
開催月日 協　議　事　項 報　告　事　項
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21.  5. 1
21.  6. 3
20.  7. 2
 
 
21.  7. 1
１．平成21年度中国・四国地域大学附属農場協
議会について
２．八浜農場の米用倉庫の改修工事について
３．グッドジョブ支援センターへの津高牧場管
理等清掃委託について
４．岡山農場実習棟精米機，鳥による糞被害の
対策について
５．センター運営会議要項の一部改正について
１．平成20年度センター予算配分について
２．平成20年度全国大学附属農場協議会秋季協
議会について
３．劇毒物の管理等について
１．平成21年度センター予算配分（案）につい
て
２．平成20年度監事および法人監査室の監査結
果に対する取組状況（中間報告）について
３．岡山牧場実習棟シャッター定期点検につい
て
５．農学部の各種化学薬品調査等の依頼につい
て
６．フィールド科学センター・半
田山教育研究演習林利用申込状
況について
７．技術部会議等について
８．フィールド科学センター生産
物販売について
９．果樹部門短期アルバイトの雇
用について
１．平成21年度春季全国大学附属
農場協議会について
２．岡山農場害獣（ヌートリア）
の駆除について
３．岡山農場実習棟者たー修理及
び定期点検について
４．フィールド科学センター自動
車燃料用クレジットカード配布
について
５．平成21年度センター実習につ
いて
６．平成21年度ジュニア公開講座
について
７．フィールド科学センター・半
田山教育研究林利用申込状況に
ついて
８．技術部会議等について
９．フィールド科学センター生産
物販売について
10．果樹部門短期非常勤職員技術
補佐員の雇用について
１．夏期集中実習について
２．公開シンポジウムについて
３．センター報告31号の原稿につ
いて
４．フィールド科学センター利用
申込状況について
５．販売所休業について
６．技術部会議等について
７．１号館建物内臨時販売所設置
について
開催月日 協　議　事　項 報　告　事　項
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21.  7. 1
21.  8. 5
21.  9. 2
21.10. 7
１．堆肥散布機（マニアスプレッダ）の購入に
ついて
１．農学部公開シンポジウムについて
２．天満屋百貨店連休・朝一フェアへの出店に
ついて
３．山陽放送主催学校企業＆アンテナショップ
展出店について
１．山陽放送主催学校企業＆アンテナショップ
出店（11月21，22日）について
２．今年度予算の残高と執行について
８．フィールド科学センター生産
物販売について
１．平成21年度中国・四国地域大
学附属農場協議会について
２．夏季集中実習について
３．岡山農場実習棟シャッター定
期点検について
４．フィールド科学センター利用
申込状況について
５．半田山自然教育研究林の使用
届出について
６．技術部会議等について
７．フィールド科学センター生産
物販売について
１．校旗の集中実習について
２．八浜農場の米用倉庫の改修工
事について
３．センター報告31号の発行につ
いて
４．フィールド科学センター利用
申込状況について
５．技術部会議等について
６．生産物販売について
７．津高牧場変圧器ＰＣＢ混入検
査・不要トランス撤去工事につ
いて
８．岡山農場電気保安点検実施に
ついて
９．堆肥散布機（マニアスプレッダ）
の購入について
10．津高牧場シャッター修理につ
いて
１．神戸大学技術職員の研修出張
受入れについて
２．秋期全国大学附属農場協議会
について
３．アグリビジネス創出フェア（11
月25日～）について
４．八浜農場の米用倉庫の改修工
事竣工について
開催月日 協　議　事　項 報　告　事　項
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21.10. 7
21.11. 4
21.12. 2
21.12. 9
22.  1. 6
22.  2. 3
１．今年度予算の残高と執行について
１．冬期一斉休業の実施について
２．平成22年度作付計画について
３．予算執行見込みについて
１．平成22年度予算執行計画について
１．平成22年度作付計画について
２．予算執行見込について
３．第32号センター報告の原稿依頼について
４．全国農場年報第42号の原稿依頼について
１．予算執行見込について
２．平成22年度センター併任教員について
３．平成22年度センター専任教員のコースへの
併任について
５．岡山農場電気保安点検終了に
ついて
６．夏期集中実習と後期の実習に
ついて
７．津高牧場畜魂祭について
８．センター報告第32号について
９．フィールド科学センター利用
申込状況について
10．技術部会議等について
11．生産物の販売について
１．山陽放送主催企業＆アンテナ
ショップ出店日変更（11月22，
23日）について
２．後期の実習について
３．津高牧場畜魂祭について
４．センター報告第32号について
５．フィールド科学センター利用
申込状況について
６．技術部会議等について
７．生産物の販売について
１．山陽放送主催学校企業＆アン
テナショップ出店（11月22，23日）
の結果報告について
２．神戸大学技術部職員研修受講
者の受入（11月18日）報告につ
いて
３．技術部会議等について
４．生産物の販売について
１．技術職員の退職について
２．フィールド科学センター利用
申込状況について
３．技術部会議等について
４．生産物の販売について
５．施設パトロールについて
１．平成22年度非常勤職員の更新
並びに採用について
２．技術部会議等について
３．生産物販売について
開催月日 協　議　事　項 報　告　事　項
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22.  2. 3
22.  3. 3
４．平成22年度農学部部内委員会委員名簿につ
いて
５．平成22年度センター実習について
６．附属山陽圏フィールド科学センター講演会
について
７．技術部技術職員体験発表会について
８．天満屋への平成22年度出店更新について
１．予算執行見込について 
２．平成22年度実習実施要項（案）について
３．農業技術体系2010年度版追録購入の継続に
ついて
１．平成22年度非常勤職員の採用
への進捗状況について
２．平成22年度公開講座について
３．会計検査院検査結果報告につ
いて
４．センター報告について
５．部門別・年度別２月末現在の
収入状況について
６．フィールド科学センター利用
申込状況について
７．技術部会議等について
開催月日 協　議　事　項 報　告　事　項
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（６）施設開放の状況
施設利用目的，時期 施設利用者名 期　間 団  体  数  等 参加人数
野外活動
（4月21日～ 5月28日）
他学部講義
（4月9日～ 7月30日）
生活科学習
（6月16日）
社会科学習
（7月2日）
農場見学
（7月21日）
Jr.サイエンス
（6月20日～ 12月12日）
公開講座
（4月16日～ 9月10日）
いもほり
（10月2日～ 10月29日）
あゆみ保育園
教育学部
津島小学校
津島小学校
全南生命農業大学
（韓国）
一般市民
〈内訳〉
  保育園
  幼稚園
  小学校
  親子クラブ
  その他
10日
15日
１日
１日
１日
４日
21日
各１日
１団体
１団体
１団体
１団体
１団体
１団体
40家族
36団体（3,580株）
13団体（1,380株）
  9団体（1,404株）
  3団体（   407株）
10団体（   274株）
  1団体（   115株）
保育士　  6名
保育園児　40名
学生　10名
引率保護者　  3名
小学生　12名
教諭　  6名
小学生  115名
教員　  1名
学生　15名
通訳　  1名
小学生　15名
40名
2,766名
946名
930名
356名
464名
70名
資　　　料
